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は じ め に

奈良大学文学部文化財学科では、2年 次生の実習科目として美術工芸史実習 と考古学実習

を併設 し、学生の指導に当たっている。考古学実習では、学内での実習に加えて、かねてよ

り野外での調査実習の必要性を痛感 し早期実現に向けて計画を立てていた。幸いにも1993年

度は、兵庫県氷上郡教育委員会の協力により、同郡青垣町に所在するボラ山1号 墓の発掘調

査を実施する機会を得、方形台状墓の解明と当地域の歴史の復元を目的として、考古学実習

の一貫として発掘調査を実施することにした。

したがって、本稿は兵庫県氷上郡青垣町沢野口塩久字ボラ山に所在する、ボラ山1号 墓の

発掘調査概要報告であ り、1993年 度奈良大学文学部文化財学科(考古学研究室)考 古学実習の

成果報告を兼ねている。発掘調査は、1993(平 成5)年7月23日 から8月9日 まで実施 し、そ

の他の残務処理、現状復帰などの作業は8月31日 に終了した。図面整理、遺物実測などは調

査終了後、実習の授業として引続 きおこなった。本書で使用 した方位は、国土座標方位に基

づいており、標高については東京湾の平均海面を基準とした。

本稿は、水野正好、酒井龍一、泉拓良の指導の下に、植野浩三、帆足俊文が編集をおこな

い、執筆は植野 ・帆足に加えて各整理担当者が分担 し、執筆者名は文末に記 した。図面整理

と遺物実測などは、調査参加者を基本 として、帆足俊文、青木元邦、浅田哲司、井川亮太郎、
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大城美樹、沖田絵麻、河端智、桑田聡、島軒満、田島夕美子、林大智、日倉嘉代、松下佐緒

里、森岡葉子がおこなった。

出土 した遺物や写真、図面などは基本的に兵庫県氷上郡教育委員会が保管 し、副本を奈良

大学文学部考古学研究室が保管することにする。尚、本稿はあくまでも概要報告であり、内

容の不備は氷上郡教育委員会が予定 している本報告書によることを断ってお く。(植野浩三)

第1章 調査に至る経緯 と調査体制

今回発掘調査をおこなった通称ボラ山 ・ブラ山と呼ばれる独立丘陵は、兵庫県氷上郡青垣

町沢野から口塩久にかけての圃場内に所在する。この独立丘陵の付近一帯に、1989(平 成元)

年度より青垣町によって工業団地造成工事が計画され、氷上郡教育委員会では事前に遺跡の

分布調査 ・試掘を実施 したところ、独立丘陵上に弥生時代末葉から古墳時代にかけての墳墓

および古墳を多数確認 した。その結果、丘陵の北側はやむなく記録保存 を前提 とした調査を

おこない、その後造成することとなったが、丘陵の南側は公園として保存することになった。

今回の調査は、将来の遺跡公園化に向けて、公園予定地の北端で確認 していた方形台状遺

構(ボ ラ山1号 墓)の全容を確認 して基礎資料を得るためのものであり、かつ青垣町の歴史資

料を得る目的で調査 した。

調査は兵庫県教育委員会の指導のもと、兵庫県氷上郡教育委員会が調査主体 とな り、奈良

大学文学部考古学研究室(代 表:水 野正好)が教育研究活動の一環 として担当した。今回の調

査にあたって北群の遺構を調査 した氷上郡教育委員会の山田義三氏、徳原多喜雄氏の指導 ・

助言の下に、以下の調査体制を編成 した。

〈調査体制〉

調 査 指 導 兵庫県教育委員会

調査主体者 兵庫県氷上郡教育委員会(教育長:舟 川肇)

調査事務局 辻勝 ・山田義三 ・徳原多喜雄 ・下山隆文(兵 庫県氷上郡教育委員会)

調査担当者 水野正好(奈 良大学文学部教授)

調 査 員 酒井龍一(奈良大学文学部教授)、 泉拓良(奈良大学文学部教授)

植野浩三(奈良大学文学部助手)、 帆足俊文(奈 良大学大学院生)

調査参加者 杉原美智久(奈 良大学大学院生)、青木元邦(奈 良大学文学部3回 生)、浅田哲

司、井川亮太郎、大城美樹、河端智、桑田聡、島軒満、田島夕美子、林大智、

松下佐緒里、森岡葉子(以上文学部2回 生、考古学実習生)。 尚、整理作業に

は上記の者の他に、沖田絵麻、日倉嘉代(以 上文学部2回 生、考古学実習生)

が加わった。
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調査協力者 相原嘉之、岩橋隆浩、上垣幸徳、加賀見省一、澤田勝、篠宮正、田畑基、富

山直人、平田学、宮脇薫、安田裕司(以上奈良大学OB)、 三輪晃三(奈 良大学

大学院生)、 青山ひろみ、池谷勝典、木次谷尚子、小柴治子、新本真之、渡

辺典子、岡田憲一、高雄由紀子(以 上奈良大学学生)

謝辞 尚、調査および本書作成にあたっては、芦田岩男、足立英昌、石崎善久、荻野正太郎、

佐々木勝、下川賢司、高島信之、筒井崇史、櫃本誠一、御嶽貞義、村川義典、吉森信

行の各氏と、京都弥生談話会参加の諸氏に、多大な指導 と協力をいただきました。ま

た、調査期間中の宿泊や機材の準備 ・保管に関しては、あまごの家、青垣町中央公民

館に大変お世話になり、この他にも、多 くの方々や機関の指導と協力をいただきまし

た。記して感謝の意を表 します。(帆足俊文)

第2章 遺跡の立地 と地理的環境

ボラ山1号 墓は、兵庫県氷上郡青垣町口塩久字ボラ山に所在する。律令体制下において氷

上郡は、多紀 ・桑田 ・船井 ・何鹿 ・天田の5郡 とともに山陰道8ケ 国の中の丹波国に属 し、

北を丹後 ・若狭、西を但馬、南を摂津 ・播磨、東を山城の旧国 と接 していた。ただし、丹波

国は古来山陰道に属 していたが、河川を通 じて概観すれば、氷上 ・多紀郡の2郡 は瀬戸内地

域系の内陸部 と位置付けることできる。丹波国のうち、この2郡 が切 り離されて、明治以降

兵庫県に編入された理由がそこにあったと考えられる。

氷上郡は、丹波国の最西部、兵庫県の東北部にあたる。そのなかで青垣町は、加古川の支

流である佐治川の上流域に位置 し、氷上盆地の一角を占めている。青垣町の遠阪峠付近に源

を発 して播磨平野に注 ぐ加古川は、古来 「氷 ノ川」 と呼ばれ、当該地域が 「氷ノ川」の上流

にあたることから、「氷上」 と称するようになったといわれる。氷上盆地は加古川と由良川

上流の低地帯であり、大半は埋積谷を形成 している地域である。この埋積谷に堆積 した礫層

は数10mに も達 し、河川上流の堆積層 としては非常に厚いものである。氷上盆地の山麓は、

最終氷期には現在より堆積活動が活発で、山麓斜面の高度は現在より高 く、低地は低い凹凸

の激 しい急斜面の地形であったといわれ、晩氷期以降に低地の埋積が進行 して、現在の地形

になったと考えられる。

播磨灘に注 ぐ加古川の支流である佐治川 と、若狭湾に流れる由良川の支流である竹田川と

は、氷上郡氷上町石生において谷中分水界を形成 している。石生は谷幅約700m、 標高は海抜

98mの 沖積面で連続 して、日本で最 も低い分水界をなしている。国道175号 線が国道176号 線

にぶつかるT字 路 には、「水分橋」 と名付けられた小さな橋が現存 してお り、ここを流れる
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高谷川が妬部神社の前で南北に分かれたといわれる。ただし、現在では、国道175号 線が、川

の争奪によって分水界となっている。こうした地域は、瀬戸内海側と日本海側をつなぐ絶好

の交通路として古来より利用された。ボラ山1号 墓の所在する地域は、加古川の最上流域に

あたり、古代山陰道が通過 し、但馬 ・播磨国との国境に位置する点でも重要な地域であった。

ボラ山は、かつて北方の奥塩久字矢ノ内地区の山塊からのびる細長い尾根の一部であった

が、凝灰岩質の柔 らかい地盤のため、遠阪川などの侵食作用や人為的な地形改変を受け続け、

尾根から切 り離されて独立 した丘陵になったと考えられる。

ボラ山1号 墓が立地するボラ山(ブ ラ山を含む)は、大きく3つ のピーク(頂部)を もつ。北

端部のピークを中心とした部分をブラ山と称 し、南側の2つ のピークを含む地域がボラ山と

称する部分である。このボラ山は、最高所で も周囲の田園から約30m程 度の比高差 しかない

が、周囲が平坦な水田地帯であるため、遠 くから眺めると平野の中に浮かんだ島のようにみ

える。また、その頂部は、青垣町の北方地域(佐 治 ・芦田地域)が ほぼ全体に見渡せる非常に

眺望のきく地点である。

ボラ山の周囲、特に西方地域は、加古川最上流域の佐治川と遠阪川が合流する地域である。

この周辺は現在でも低湿な沖積地をなしてお り、古来より水稲耕作に利用されていたようで、

沢野条里 と呼ばれる平安時代から鎌倉時代初頭に形づ くられたとみられる条里制遺構が存在

していることが知られている。(河端智 ・桑田聡)

第1表 ボラ山遺跡周辺の遺跡(番 号は第1図 と対応)
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第3章 発掘調査の経過 と遺構の調査概要

1.調 査 の経過

前章で述べたように、氷上郡教育委員会が1991(平 成3)年 度に、丘陵のほぼ中央を南北に

縦断する試掘溝によって、方形台状墓(ボ ラ山1号 墓)に ともなうと考えられる東西方向の溝

を、約10mの 間隔で確認 していた。今回の調査では、試掘溝内における2条 の溝のほぼ中間

点に原点0(0.0)を 定め、その原点をもとに、東 ・西 ・南 ・北の四方向に任意の基準点(E・

W・S・N)を 定め、局地座標系を設定 した。調査はこの局地座標系で進行 し、調査終了後

に、すべて国土座標の数値に変換 した。ついで、墳丘の中心部を通る南北方向の畦 とそれに

直行する東西方向の畦を設定 し、2本 の畦によって区分された4地 区を北西地区から反時計

回りに、それぞれA・B・C・D地 区と呼称 した(第2図)。

次に表土層の除去を開始 した。この段階で墳丘の南北の溝の輪郭が確認できたため、溝の

長軸方向に畦を設定 した。表土層の除去後に、墳丘面と墳丘裾部の確認の作業に取 りかかっ

た。調査の結果、墳丘には盛土が施されていることがわかったが、盛土 と同質の土が裾部に

流入 していたため裾部の確認は困難を極め、この作業にはかなりの 日数を要 した。それと並

行 して、北側溝 と南側溝の掘 り下げをおこなった。

今回の調査では、周溝内埋葬の確認の作業と手段を重視 したため、溝内の畦を縦方向に設

定 した。溝内の堆積と埋葬の相対的な時間差を解明する目的をもって調査に取 り組み、精力

的に縦断面の精査 をおこなったが、予想に反 して埋葬施設などの存在は確認で きなかった。

溝は、当初の予想通 り墳丘全体をまわる周溝ではなく、墳丘の北側 と南側をそれぞれ直線的

に掘削 して、区画整形するものであった。溝内の畦の断面を記録 した後、北側溝 と南側溝は

完掘 した。遺物が出土 した場合はそのつど出土地点を記録 し、必要なものは写真撮影をおこ

なった。

次に墳丘面を精査 して、埋葬施設およびその他の遺構の検出作業をおこなう。B地 区とD

地区では埋土に多量の炭を含む土坑(SK1・3・4)を 検出 し、SK4か らは中世の瓦器の

細片が出土 した。試掘溝で確認 していたSK2か らは、壷の底部(図版9-13)が 出土 した。

埋葬施設は、墳丘のほぼ中央部に2基(1号 主体部 ・2号 主体部)と 、その南東部に1基(3

号主体部)の 計3基 を検出した。その後、1・2号 主体部に畦 を設定 して主体部の掘 り下げ

をおこなう。両主体部では木棺の痕跡を確認し、1号 主体部の埋土からは破砕供献 したと考

えられる小型の壷(図 版9-10)が 出土 した。主体部から出土 した鉄斧、鉋、鉄鍛(15～19)は

出土状況を記録 して、写真撮影後に取 り上げた。主体部内の下段部、木棺部分にあたると考
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えられる埋土は、水洗するためにす

べてを保管 した。3号 主体部は、墓

墳内の調査はおこなわず、輪郭のみ

記録 して保存することにした。

最後に主体部および遺跡全体の完

掘写真を撮影 し、全体の測量図の作

成をおこなった後、遺跡公園化に向

けて埋め戻 しをおこない、調査 をほ

ぼ終了した。後日、植野浩三、青木

元邦、田島夕美子、松下佐緒里、高

雄由紀子は現地に赴いて、保管して

おいた主体部の埋土の水洗作業をお

こなったが、ガラス玉などの遺物は

含まれていなかった。(帆足俊文)

第2図 ボラ山1号 墓の調査区割 り図

2.遺 構の調査概要

(1)墳丘(図 版6)

ボラ山1号 墓は、ボラ山の南支尾根の付け根部分、北尾根からの傾斜が緩 くなる地点に位

置する。尾根に直交する2条 の溝を約10mの 間隔で掘 り、墳丘の整形をかねて墓域の南北 を

区画する。同時に、東西の裾部を削 り出 し、墳丘上に盛土 して台形状に整形 した方形台状墓

である。墳丘の規模は、東西長11.2m、 南北長10.3mで 、溝底部からの高さは0.3～0.7mで あ

る。墳丘頂部の標高は143.3mを 測る。

地山は、赤色粘盤岩で白色粘質ブロックを多 く混入する。地山直上の厚 さ約20cmの 第3層

は、墳丘の盛土 と考えられる。赤色の礫 と地山のブロックが混入する暗赤褐色土であ り、部

分的に地山と色調が似ている。墳丘の裾部にあたる地山の東西部分を掘削 し、その残土を地

山上に盛土 して、墳丘を整形 したと理解で きる。さらにその上に、茶褐色の自然堆積層(第2

層)、 および表土層(第1層)が 堆積 している。

墳丘の南北両辺は溝によって区画 され、範囲は明確 に限定される。東西方向の断面は、い

わゆる台形状を呈する。東西の斜面は、裾部 を地山の削 り出 しによって整形 しているが、土

砂の流出が著 しい部分 もあり、現状ではやや不整形になる。

台状部のほぼ中央には、主軸が南北方向の墓壌が2基(1号 主体部 ・2号 主体部)並 ぶが、

全体的にやや北 よりの位置になる。さらに両主体部から南東1.2mの 地点に、主軸が北東一南

西方向の小墓墳(3号 主体部)が1基 あり、その他に、壷の底部(図 版9-13)が 出土 した土坑
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1基(SK2)と 、後世の土坑3基(SK1・3・4)が 存在する。

遺物は土器が全てであ り、A地 区から高杯が2点(図 版9-4・7)、C地 区か ら高杯が1

点(5)、 それぞれ墳丘上の表土層(第1層)お よび第2層 か ら出土 している。(森岡葉子)

(2)溝(図 版7)

2条 の溝が、尾根に直行 して、墳丘の北辺 と南辺に約10m間 隔で存在する。墳丘の区画 と

整形をかねて、いずれも地山をほぼ直線的に掘削 してお り、南北方向にはまわらずに、東西

端部で収束する。

北側溝二 尾根に直行する溝であり、墳丘の北部を区画する役割をもつ。墳丘北部の整形

をかねて、地山をほぼ直線的に掘削している。西限が明確に検出で きたのに対 して、東限はや

や不明確に収束する。東西の確認全長は10.65mで ある。南北の中心線線上における幅は1.76m、

深さは0.72mで あり、横断面は、「V」字形に近い 「U」字形を呈 している。全体 として深 く

しっかりした掘 り込みであり、底部は東西にほぼ水平になる。

溝内 の土層は、木の根によると思われる撹乱が随所にみられるが、比較的水平に堆積 して

お り、ほぼ自然流入によるものと考えられ、土色によって大 きく2つ に分けることができる。

下層(第7～11層)は 地山に近い榿褐色であり、上層(第2～6層)は 暗茶褐色 もしくは灰褐色

で、中央部では複雑に薄く堆積する。溝は、方形台状墓にともなう埋葬施設の確認のために

精力的に土層断面の精査をおこなったが、存在は確認できなかった。溝中央部のやや東側に

土抗(SK1)が 存在するが、中世～近世のものと考えられる。

遺物は、溝内の西側第10層 から高杯が1点(図 版9-3)出 土 している。また、壷(14)は 試

掘調査の段階で、畦の東側底部付近 より出土 した。(浅 田哲司)

南側溝 尾根 に直交する溝であ り、墳丘南部 を区画する役割 をもつ。墳丘南部の整形を

かねて掘 り込まれているが、東 ・西端部はやや不明確である。東西の確認全長は11.18mで ある。

南北の中心線上における幅は1.4m、深 さは0。26mで あり、横断面は、「U」字形を呈 している。

深さは北側溝に比べて浅めであ り、底部は北側溝 と異な り、地形に即 して東西にゆるやかに

下っている。

溝内の土層は5層 に分層され、撹乱を除 く各層には大きな変化はみられない。比較的水平

に堆積 しており、ほぼ自然流入によるものと考えられる。第16層 は西側部分のみに存在 し、

地山直上に堆積 している。溝の中央部では、第15層 の上に第14層 が、第14層 の上に第13層 が

凹状に堆積 している。第15層 は東西ともに端部近 くで第12層 と接 している。第13層 は他層に

比べて薄 く、第12層 はほぼ均一の厚 さで溝全 体に広がっているが、東側部分において撹乱が

み られる。

遺物は、溝内の西側第4層 か ら、高杯脚部が1点(図 版9-6)と 壷の口縁部が1点(12)、

西側第14層 から、高杯の口縁部1点(1)と 高杯脚部1点(8)が 出土 している。(大城美樹)
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(3)埋葬施設(図 版8)

ボラ山1号 墓の埋葬施設は3基 存在する。台状部のほぼ中央のやや北側寄 りに、尾根の稜

線にほぼ平行 して、1号 主体部 と2号 主体部が並列 して存在する。さらに中央から南東の地

点に、小規模な3号 主体部が存在する。

1号 主体部 墳丘の南北方向の中心線 よりやや東側に位置し、墓墳の西側肩部が、ほぼ

墳丘の南北方向の中心線上にのる。2号 主体部と規則的に並列してお り、両者の掘方肩部は

わずか0.2mの 間隔である。主軸の方位は、N9.Wで ある。隅丸長方形の掘方を有 し、側壁はす

り鉢状にやや膨 らみをもって逆台形状になり、底部は平坦につ くる。掘方は、検出面で長辺

3.45m、 短辺2.10m、 深さは1.10mで ある。

墓墳は、盛土上面 より切 り込まれており、盛土 と地山を掘 り込んでつ くられている。墓墳

内の土層 と、底部から出土 した鉄器に偏平な面をもつ木質材が付着していることから判断 し

て、1号 主体部には箱形木棺が埋葬されていたと考えられる。

墓墳内の土層は10層 に分層できる。基本的に棺外の埋土 と考えられる第12・13・14層 、棺

内と推定される第8・9層 、および棺上の第6・7層 である。第12・13・14層 は第8・9層

と比較 して砂礫を多 く含み、固く締っており、堆積 も自然流入のあり方は示さない。逆に第

6～9層 はす り鉢状に堆積 し、木棺の腐食 ・崩壊後の、木棺内部への埋土の流入のあ り方を

示 している。第10層(明 榿褐色粘質土)は3～4cmと 薄 く、部分的に赤色顔料の混入を認める

ため、棺床の可能性が高いと判断で きる。遺物が出土する高 さもこれに準 じている。第11層

は平均 して約10cmの 厚 さを認めるため、床板腐食部の可能性をもつ。木棺推定部は北 ・東 ・

西側は直立 して明瞭であるが、南側は傾斜 してお りやや不正確である。木棺の規模は、棺の

痕跡から推定すると、長辺1.94m、 短辺0.59mと なる。

出土遺物には土器と鉄器がある。土器は小型壷(10)の 破片が木棺痕跡の東西から各1点 ず

つ、第13層 の直上で出土 してお り、埋葬時に破砕供献されたと考えられる。また第6層 の上

部付近から、高杯(2)と 器台口縁部(9)が 出土 し、こちらも供献 として墓壌上に置かれてい

た可能性がある。鉄器は、木棺推定部の北西隅で、底部から約10cm程 上部から、鉄斧(図版

9-15)と 鉋(16)が1点 ずつ、刃先を北側にして並列して出土 した。両者は、棺床 と考えて

いる第10層 の直上にのっている。鉄器の下面には、錆 とともに、扁平な面をもつ木片が付着

してお り、木棺材の一部と考えられる。(島軒満)

2号 主体部1号 主体部の西側に、墳丘の南北方向の中心線を挟んで、1号 主体部 と平

行 して存在する。主軸の方位は、N10.Wで ある。隅丸長方形の掘方を有 し、側壁はやや傾斜

をつけて逆台形状を呈するが、部分的に凹凸をもつ。底部は平坦につ くる。掘方は、検出面

で長辺3.10m、 短辺1.52m、 深さは1.00mで ある。

墓墳は、盛土上面より切 り込まれてお り、盛土と地山を掘 り込んでつ くられている。墓墳
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内の土層 と、底部から出土 した鉄器に偏平な面をもつ木質が付着 していることから判断して、

1号 主体部と同様に箱形木棺が埋葬されていたと考えられる。

墓壌内の土層は、基本的には1号 主体部 と同様であり、棺内 ・棺外 と予想できる土層に分

かれる。第4層 は棺外の埋土であ り、第3層 と質的に異なる。第1・2層 は上部から 「U」

字形に堆積 し、木棺の腐食 ・崩壊後の、木棺内部への埋土の流入のあり方 を示 してお り、木

棺墓特有の土層堆積 と判断される。木棺推定部は、4辺 とも直立 して明瞭である。木棺の規

模は、棺の痕跡から推定すると長辺1.98m、 短辺0.58mと なる。

出土遺物には土器 と鉄器がある。土器は主体部中央部埋土の第1層 から小型壷(図 版9-

11)と 、高杯脚部片(5)が 出土 している。また鉄器は、木棺推定部の北側壁から約20cm、 墓

墳底部から約10cm上 部において、鉋(18)と 鉄鍛(19)が 出土 し、木棺推定部のほぼ中央か

ら鉋(17)が 出土 した。それぞれ、北、北西、南東に刃先を向けて出土 した。鉄器の下面には、

錆 とともに偏平な面をもつ木片が付着 してお り、木棺材の一部 と考えられる。(田 島夕美子)

3号 主体部1号 主体部の南東1.2mに 位置する。主軸の方位は、N43.Eで あり、尾根

の稜線に対 して、約43.東 にふれている。掘方は、検出面で長辺1.72m、 短辺1.09mで ある。

遺跡保存を前提 とした調査のため、墓墳内の掘 り下げはおこなわずに、掘方の検出のみで保

存 したため、その他の詳細は不明である。(帆足俊文)

(4)土 坑

SK1・3・4の 埋土 には炭が認められる。SK1・3か らは出土遺物は無いが、SK2

からは壷の底部が、SK4か らは中世の瓦器細片が出土している。SK1・3・4は 後世の

炭焼きの土坑の可能性が高い。土坑番号は図版6に 記 している。

SK1墳 丘の北辺の傾斜している面に位置し、直径約1mの 正円形を示 している。深

さは0.7mで ある。出土遺物は無 く、埋土に多量の炭が混入していたため、後世の炭焼きの土

坑の可能性が考えられる。

SK21号 主体部の北側1mに 位置 し、楕円形で長軸0.84m、 短軸0。52mで ある。試

掘調査の段階で検出されていた。正確な深さは不明だが、約0.15m程 であり、他の土坑 と比

べてかなり浅い。調査時に後世に入 り込んだと考えられる壷の底部(図版9-13)が 出土した。

SK31号 主体部の北東0.6mに 位置 し、やや楕円形で長軸0.64m、 短軸0.54m、 深さ

は0.3mで ある。出土遺物は無 く、埋土に多量の炭が混入していたため、後世の炭焼きの土坑

の可能性が考えられる。

SK42号 主体部の南1.2mに 位置 し、ほぼ正円形で直径0.42m、 深さ0.45mで ある。

埋土に多量の炭が混入しており、瓦器の細片が出土 した。SK1・3と 同様に、後世の炭焼

き土坑の可能性を考えておきたい。(帆足俊文)
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第4章 出 土 遺 物

1.土 器(図 版9)

出土土器は、小量の瓦器細片と中世以降の遺物 を除き、弥生土器または古式土師器であ り、

総数25点 である。土器片の中で図化可能なものは13点 であるが、この中には同一個体のもの

も含まれる。土器の種類は、壷 ・鉢 ・高杯 ・器台であ り、全体の形態のうかがえるものは少

なく、調整も表面が摩滅 して不明なものが多い。出土地点は図版6に 記 している。

1は 高杯、もしくは台付鉢の口縁部であり、南側溝の西側第14層 からの出土である。口縁

部は屈曲して上方に立ち上が り、複合口縁形を呈 している。口縁端部は丸い。底部は欠落し

ているが、全体的にやや浅めの形態をとると思われる。調整は不明である。色調は、他の土

器の褐色系統 とは異なる白褐色系統であ り、胎土 には、白色 ・黒色の石粒を多 く含む。

2は 高杯の杯部であ り、1号 主体部埋土第6層 からの出土である。口縁端部は失われてい

るが、1の 高杯に比べてやや不明瞭な複合口縁形を呈 している。杯部はやや深めの形態をと

る。調整は不明である。

3は 高杯であ り、北側溝の西側第10層 からの出土である。杯部の底部および脚部の一部を

残す。杯部 ・脚部ともに調整は不明である。脚部の径は2.4cmと 小さく、中心部には径3mmの

棒状工具による刺突状の円孔がある。

4は 台付鉢か小型の高杯の脚部であ り、A地 区の墳丘裾部(第1層)か らの出土である。脚

部が 「ハ」の字形に短 く開き、端部は丸 くなる。内面はハケ目の後磨いている。その他の調

整は不明である。

5は 高杯の脚部であ り、C地 区墳丘上第3層 と、2号 主体部埋土第1層 から分かれて出土

した。ほぼ垂直に下 り、裾部に向かって緩やかに開いている。内外面とも調整は不明である。

6は 高杯の脚部である。南側溝の西側第4層 から出土 した。ほぼ垂直に下った後、裾部に

向かって緩やかに開く。内部上方には絞 り目が残るが、内外面ともに摩耗が著 しく、その他

の調整は不明である。

7は 高杯の杯部であり、A地 区の墳丘裾部(第1層)か らの出土である。4と ほぼ同じ地点

から出土 している。1・2の 高杯同様、口縁部で屈曲 して上方に広が り、口縁端部は丸 く仕

上げる。杯部はやや浅めであり、内外面の調整は不明である。

8は 高杯の脚部であ り、南側溝の西側第14層 から出土した。7と 同一個体の可能性が強い。

柱状部よりゆるやかに広がる。下部には、径1.2cmの 円孔が配されてお り、3方 の可能性があ

る。調整は、脚部外面はヘラ磨 き、内面にはヘラ削り痕跡をわずかに残す。胎土は1と 同じ
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く多数の白色 ・黒色の石粒を含む。

9は 口縁部の開いた形態から器台 と考えられ、1号 主体部埋土第6層 からの出土である。

口縁部外面には、不明瞭な約6本 の擬i凹線文が施されている。調整は不明である。

10は小型の壷であ り、1号 主体部埋土第13層 上面で、木棺痕跡の東西から出土 した。埋葬

時に破砕供献されたと考えられる。口縁部は 「く」の字形に屈 曲し、端部はわずかに立ち上

が り、丸 く仕上げる。体部は球形状に丸みをもつ。口縁部に径約5mmの 穿孔が施されてい

るのが特徴的である。

11は小型の壷であ り、2号 主体部埋土第1層 からの出土である。口縁端部は失われている。

胴部がやや張る器形で、底部は平底である。内外面ともに調整は不明である。

12は壷の口縁部と思われ、南側溝の西側第4層 からの出土である。口縁端部は上下方向に

肥厚させており、外面には不明瞭な4本 の擬凹線文がめ ぐる。調整は不明である。

13は壷の底部であ り、墳丘北辺の小土坑(SK2)よ り出土 した。横方向に大きく開く体部

に繋がると考えられ、底部は小さめの平底となる。底部外面にはわずかにハケ目の痕跡を認

めるが、その上を磨いた可能性がある。内面の調整は不明である。

14は壷であ り、試掘調査の段階で北側溝の底部、畦付近より出土 した。頸部はやや細 く、

口縁部は急激に開 く。口縁端部は上下方向に厚 く引き出 して面をもたせている。外面には5

条の櫛描波状文を施 した後、渦巻状の浮文を連結させて 「S」字状にしたものを6ケ 所に配

している。調整は、外面に縦方向のハケ目を施 した後、丁寧な縦方向のヘラ磨 きをおこなう。

体部内面は横方向の細いヘラ削 りを施 している。口頸部内面は下半が縦方向の荒いヘラ磨 き

であり、上半が横方向の丁寧なヘラ磨 きをおこなう。口縁端部付近は内外面 ともにナデ調整

である。色調は内外面 ともに淡い榿褐色を呈 している。(井 川亮太郎 ・林大智)

2.鉄 器(図 版9)

出土 した 鉄 器 は いず れ も埋 葬 施 設 か らの 出土 で あ る 。1号 主 体 部 か ら袋 状 鉄 斧 と 鉋 が1点

ずつ 、2号 主 体部 か ら 鉋 が1点 と鉄 鎌2点 が 出 土 した 。 出 土 地 点 は 図版6・8に 記 して い る 。

15は 袋 状 鉄 斧 で あ り、1号 主 体 部 か らの 出土 で あ る。 全 体 形 は長 方 形 を呈 し、先 端 部 の 角

は 隅丸 形 に な る。 刃 部 は斜 め につ くる。 袋 部 は鉄 板 を楕 円形 に折 り曲 げ てつ くっ て い る。 袋

部 の端 部 は1cmほ ど折 り曲 げ て お り、段 を な して い る。 袋 部 か ら刃 部 に か け て は直 線 で は な

く、 や や 内 反 りに な る。 刃 部 か ら6.1cmの と こ ろ まで 偏 平 な 面 を もつ 木 片 が 錆 を吸 着 して部

分 的 に残 り、木 棺 材 の一 部 の可 能性 を もつ 。全 長10.5cm、 刃 部 幅3.7cm、 同 厚 さ0.4cm、 袋 部

内径2.5×1.3cm、 同外 径3.2×1.9cmを 測 る。

16は 鉋 で あ り、1号 主 体 部 か らの 出土 で あ る。 長 め の 長 方 形 を呈 し、 刃先 は細 く尖 り鏑 を

有 す る 。 刃 先 部 か ら約2.2cmの とこ ろ まで 反 りあ が っ て い る 。先 端 部 の 断 面 は 扁 平 三 角 形 に
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ちか く、 基 部 の 断 面 は長 方 形 で あ る。 片 面 全 体 に扁 平 に木 片 が 付 着 して お り、木 棺 材 の一 部

の 可 能 性 が あ る 。残 存 長8.2cm、 幅0.7～0。8cm、 厚 さ0.3cmを 測 る。

17は 鉄 鍛 ま た は鉄 剣 で あ り、2号 主 体 部 か らの 出土 で あ る。 先 端 部 と茎 端 部 が 欠 損 して い

る。 鐵 身 は 角 を も ち、 先 端 に 向 か っ て 直 線 的 に の び て お り、 先 端 は 尖 って い た と思 わ れ る 。

錫i身部 の 断 面 は レンズ 状 で あ るが 、 鏑 が あ っ た と思 わ れ る。 両 面 に木 質 が 付 着 してお り、16

の 付 着 状 態 と似 て い る。 残 存 長8.3cm、 身部 幅2.25cm、 同厚 さ0.3cmを 測 る。

18は 鉋 で あ り、2号 主 体 部 の 出土 で あ る。 先 端 部 と基 部 が や や 欠損 して い る 。先 端 部 か ら

約3cmの と ころ まで 反 りあ が っ て い る。 先 端 部 の 断 面 は 「U」 字 形 にや や くぼ み 、基 部 の断

面 は長 方 形 で あ る。 片 面 及 び側 面 に木 片 が 付 着 して い るが 、15や16ほ ど明 瞭 で は な い。 残 存

長8.7cm、 幅1.Ocm、 厚 さ0.2cmを 測 る 。

19は 鉄 鐵 で あ り、2号 主 体 部 か らの 出 土 で あ る。 先 端 を欠 く、 有 茎 柳 葉 式 の鐡 で あ り、17

の 形 態 とは基 本 的 に異 な る。 茎 部 の 断面 は正 方 形 を呈 し、 鍛 身 部 の 断 面 は 薄 くて平 らに な る。

鐵 身 部 の 片 面 には 点 々 と木 片 が付 着 して お り、 茎 部 に は木 皮 状 の ものが 巻 き付 け られ て い た

痕 跡 を残 して い る。 残 存 長12.9cm、 身部 長10.4cm、 同 幅3。9cm、 同厚 さ0.15cm、 茎 部 幅0.4cm、

同 厚 さ0.4cmを 測 る。(松 下 佐 織 里)

第5章 調査成果のまとめと若干の考察

1.出 土遺物 について

(1)出 土土器の特徴と所属時期

ボラ山1号 墓の出土土器は量的に少な く、かつ表面の摩耗が著 しいため、所属時期などの

確実な判定は難 しいが、中には特徴的な土器 も存在するため、以下その検討をおこなう。
1

1・2・7の 高杯の特徴である複合口縁形やそれに近似する形態の ものは、丹後や但馬地

域に多 く存在 し、編年的には弥生時代終末(V-4>期 頃にみられる。またこれらの高杯口縁

部の大 きく開く特徴は、畿内庄内式の様相 と共通 している。同様の形態のものは、兵庫県豊

岡市本井墳墓群、近 くでは兵庫県氷上郡春日町七日市遺跡などで出土 している。

10の壷は、複合口縁形を呈 し、口縁端部は外反 り気味で、胴部は球形に近 く、丹波 ・丹後

地域の編年の弥生時代終末(V-4)期 に位置付けられる。高杯と同様 に、庄内式併行期が妥

当であろう。11の 壷は、同様の形態のものが京都府綾部市青野西遺跡、野田川町寺岡遺跡、

七 日市遺跡などで出土 している。12の 土器は、口縁端部が上下方向に肥厚 してお り、丹後地

域の編年の弥生時代後期(v1・2・3)頃 の特徴に通 じる。これが正しければ、他の出土

土器 より少 し時代がさかのぼる可能性がある。外面の擬凹線文は、9と 同様 に日本海側の影
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響を受けたものと思われる。

14の壷は、櫛描波状文 とS字 状浮文を施 したものであり、S字 状浮文類例は大阪府美園遺

跡、安満遺跡、国府遺跡、兵庫県吉福遺跡、石川県竹松遺跡などで多数出土 している。畿内

で多く出土 してお り、時期 も一致することから、ボラ山1号 墓出土のS字 状浮文土器は、畿

内からの搬入品と考えられる。特に美園遺跡出土の土器は、浮文は異なるが口縁部や波状文

が当遺跡の土器と類似 しており、このことからも畿内からの影響が裏付けられる。ちなみに、

S字 状意匠はスタンプ文や銅鐸の渦文などにも類似の例があり、それらとの関連も指摘 され

る。以上の様な点から、ボラ山1号 墓の出土土器は、時期的には弥生時代終末期 ない し庄内

式併行期に落ち着 くと考えられる。全体的に播磨などの瀬戸内地域系の土器はみられず、日

本海側の影響を受けた土器が多いのが特徴である。

次 に、ボラ山1号 墓から比較的近距離に位置する氷上郡春 日町七 日市遣跡の土器と比較す

る。七日市遺跡は、旧石器時代から古代に至る大規模な複合遺跡であり、丹波地域の遺跡 を

考える上での基準資料を提供 してくれる。特に集落跡から多量の弥生土器が出土 しているた

め、当地域の編年基準 となる土器資料 ということができる。

ボラ山1号 墓出土の1・2・7の 高杯は、七 日市遺跡編年V【期に相当する。七日市遺跡編

年V1期 は、丹波 ・丹後地域の第V様 式後半から庄内式併行期に該当する時期である。特に、

1・7は 、VI期 と次のW期 への移行期のものと考えられる。 また、これらの高杯の口縁部が

大 きく開く特徴は、庄内式の様相 を呈 しているといえる。他に、七 日市遺跡編年VI期 の特徴

は、日本海文化圏の特徴である擬i凹線文の発達、口縁部を幅広 く飾ること、複合口縁の定着

などがあげられる。ボラ山遺跡では、9・12の 土器は擬凹線文、14の土器は口縁部に装飾が

あり、複合口縁は前述の1・2の 高杯、10の壷にみ られる。七 日市遺跡の土器様相は、七 日

市遺跡編年IV期 までは 「南」からの影響、V期 になると一変 して 「北」からの影響が強まる

ことが報告されている。ボラ山1号 墓は、す ぐ近 くに瀬戸内海水系の佐治川が流れてお り、

地理的にみると瀬戸内文化圏であるが、出土土器か らは日本海側の影響を受けていると考え

られる。七 日市遺跡V期 における南北の影響の逆転は、ボラ山1号 墓の土器様相を考える上

で納得のい くものであり、同様の変化の中でとらえることができよう。

以上のように、七 日市遺跡の出土土器からボラ山1号 墓の土器を考えた。弥生時代終末期

から庄内式併行期においては日本海側の影響が強いと判断で きたが、14の 壷の例 もあり、今

後、当地を含めた丹波 ・丹後 ・但馬地方との詳細な検討が必要であろう。(井川亮太郎)

(2)台 状墓出土の遺物について

ここでは、一般 に近畿地方とその周辺地域の台状墓から出土する遺物の量的な比率につい

て概観 し、ボラ山1号 墓を考える資料にしたい。巻末の集成表をもとにして、遺物の種類別

に、主体部から出土 した遺物の総数と、出土 した主体部数を合わせてグラフ化 した(第2表)。
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さらに参考として、主体部

外出土の遺物についても同

様 に、その出土総数と、出

土 した台状墓数 とを合わせ

てグラフ化 した(第3表) 。

台状墓の出土遺物 には、

主に土器・鉄器 ・玉類があげ

られるが、平均的に主体部

内 ・外どちらにおいてもそ

の出土例は非常に少ない。

主体部内の遺物 について

みてみよう。第2表 では、

玉製品の出土数が非常に目

よ
ヱっている(ガ ラス製小玉

6887個 以上、碧玉製管玉56

0個以上)が 、これは1遺 跡

からの出土量が多いため(三

坂神社墳墓群2772個 、香住

門谷墳墓群1107個 など)で、

出土主体部数で示されるよ

つに・出土例としてはあま

り多 くないといえる。次に、

土器が数量的に目立つ。出

土数 ・遺跡数ともに、甕 ・

壷・高圷の出土頻度が高 く、

その他の土器は少量である。

ただし、土器の表中の数値

は、必ずしも完形品の個体

100

50

0

第2表 主体部内出土の遺物 と主体部数

肛コ出土総数
囲 出土主体部数

二 箋1剣　 雛 辮玉　土器
鍛品 玉製品

瀦 封

第3表 主体部外 出土 の遺物 と台状墓数

〔コ出土総数
臨 出土墳丘数

石製品

数を示すものではな く・グラフ化に際 しては灘 的に数量1と し
てカウン トしてお り、重複したもの も含ま

れる・ しか し・通常1遺 跡からの出土量が少量なことを考え
ると、大幅な誤差

はないと考えられ・傾向的には矛盾 しない・その他、主体部内出土の遺物で1ま、鉄製品の副葬があ
硫 これは次項で示す通 りであ り・副葬される辮 の種類には大 きなばらつきカ,

あることがわかる。
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主体部外出土の遺物では、主体部内と同様に土器の比率が高い。壷 ・高杯 ・甕の3種 の比

率が高いが、主体部内に比べて壷が増加 し、甕が減少 していることがわかり、器台 ・椀類 も

やや増えている。このことから、甕は主体部内外で出土するが、比較的主体部内に多 く副葬

されるといえる。壷は内外どちらかに大 きく偏ることなく出土 しているが、主体部外では器

台が増える傾向があり、両者の供伴関係 も考慮されなければならない。 さらに高杯は、主体

部内外 ともに多 くの出土を認め、他の器種 とともに墳墓において多用 されていたことがうか

がえる。その他主体部外出土の遺物には鉄器 ・石製品の出土 もあるが、量的には微量であり、

純粋な原位置ではなく、後世の撹乱などの行為で移動 した点を考慮する必要があろう。また、

表中には須恵器をあげているが、時代的に後出のものであるため、考察からは除外 した。

以上のように、大まかではあるが、出土遺物の全体的な傾向を指摘 した。ボラ山1号 墓で

の出土状況は、甕が出土 していない点が相違するが、高圷 ・壷の割合が多い点は共通 し、そ

の他の少量の土器のあり方は、周辺地域 と軌を一にしている。玉類は出土 していないが、北

群においては、ガラス製の小玉 と管玉が検出されている。(田 島夕美子 ・日倉嘉代)

(3)台 状墓出土の鉄器について

ボラ山1号 墓では、1号 主体部からは袋状鉄斧が1点(図 版9-15)と 鉋が1点(16)、2号

主体部からは鉄鍛が2点(17・19)と 鉋が1点(18)出 土 した。ここでは周辺地域の類似 した遺

構から出土 した鉄製品のセット関係について整理し、ボラ山1号 墓の解釈の資料 にしたい。

丹波 ・丹後 ・但馬地方の、弥生時代から古墳時代にかけての丘陵にみられる墳墓の出土鉄

器は、大 きく工具、武器、農具に分けられる。弥生時代中期から後期にかけて出土数が最 も

多くなる鉋 ・鉄鐵は、出土遺跡数が各時代の中で最 も多 く、弥生時代後半になると刀子 ・鉄

剣 と鉄刀が存在 し、少量ではあるが鉄斧がみられるようになる。鎌、鍬先などの農具は古墳

時代になってからみられる。

巻末の集成表をもとに、鉄器を出土 した遺構内のセット関係をみると第4表 のようになる。

集成 した597(ボ ラ山遺跡を除 く)の埋葬施設の中で、鉄器を出土 したのは108で あり、遺物の

遺存状況 も考慮せねばならないが、あまり多 くない。鉄器を出土 した場合でも、1基 の埋葬

施設から1点 のみ出土 した遺構1が圧倒的に多 く、全体の64%を 占め、ついで2点 出土 した遺

跡が20%と なり、3点 以上出土 した遺構は10%と 、ごく僅かである。 もちろん鉄器の有無や

出土点数の違いのみで、被葬者の優劣や当時の階層 ・階級関係 を論 じることはできないが、

鉄器の副葬が僅少なことから判断 して、鉄器はかなり重要な利器であったことが推定できる。

出土鉄器の組合せは、1基 の埋葬施設から1点 のみ出土 した場合は鉋が多 く、ついで鉄鍛、

鉄剣、刀子、鉄刀の順になる。2点 出土 した場合は鉋 と鉄鍛 を組み合せる例と、鉋のみが2

点出土する場合が最も多い。その他はほぼ同数になるが、鉋 とセッ トになる場合が多く認め

られ、1点 のみ出土 した場合 と同様に鉋が副葬品 として利用されることが多い。遺構の枠を
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はず して、鉄器の出土量を延べ数でみた

場合、鉋が32%、 鉄鍛が25%、 鉄剣が12%、

刀子が9%と なり、副葬品頻度に比例 し

ている。その他、1基 の埋葬施設から3

点出土 した遺構が11例 あり、これも鉋 と

鉄鍛が加わる比率が高い。それ以上の点

数の鉄器を副葬する例は稀である。

ボラ山1号 墓出土の鉄器の組合せは、

1号 主体部が鉋 と鉄斧、2号 主体部が鉋

と鉄鐵2点 であった。周辺の遺跡での鉄

斧の出土例は極めて少なく、1号 主体部

と同様に鉋 と鉄斧がセットになって出土

した例は、1例 のみである。2号 主体部

の組合せは、点数を考慮 しなければ7例

第4表 台状墓出土鉄器の組合せ
(1点 出土のものは出土埋葬施設数を表す)

鉋 鉄鐵 鉄剣 刀子 鉄斧 鉄刀 その他 埋葬施設合計

1点 出土 34 10 10 6 1 4 4 69

2点 出土

O O 2

0 a

O 0 1

0 0 5

O 0 1

0 O 2

0 5

0 1

0 0 1

0 1

3点 出土

0 O 2

0 0 1

0 0 0 1

0 2

0 0 1

0 0 2

0 0 0 1

0 0 1

4点 出土 0 O O 1

5点 出土

0 0 0 0 1

0 ④ 1

6点 出土

0 ④ 0 1

③ 0 0 1

7点 出土 0 1

合 計 47 36 18 13 2 13 17 108

とやや多い。鉋、鉄鐵、鉄剣などが副葬 される例は多いが、複数の鉄器がセットで出土する

場合には、組合せの規則性はあまり認められない。ただ、鉄器が複数出土 した場合には、工

具 と武器という組合せが多い傾向もよみとれる。(松下佐緒里 ・森岡葉子)

2.遺 構 につ いて

(1)ボ ラ山遺跡の特徴

ボラ山1号 墓が立地する丘陵上には、1号 墓の他に多 くの台状墓 ・埋葬施設が検出されて

いる(図 版5参 照)。1号 墓以外については、後 日報告書が刊行される予定であるため、詳

細はそちらに譲るが、遺跡全体の調査成果と概要をまとめると以下のようになる。

遺跡が立地する丘陵は大きく3ケ 所の頂部をもち、それぞれの地形に規制されて遺構が築

かれている。最北端の頂部にはブラ山古墳が存在 した。続いて丘陵の最高所となる地点には、

多 くの遺構が存在 し、当遺跡の中心になっている(北 群)。 その南東に延びる鞍部続きに第

2の 高所があり(中 群)、最後に1号 墓が立地する南側の低丘陵がある(南 群)。 それぞれの

概要は以下の通 りである。

北群:丘 陵の最高所を中心にして、北側と西側の平野部に延びる尾根にかけて8基 の台

状墓が存在する。これ らは、それぞれ1、2基 の木棺または土墳をもち、斜面部

では階段状にテラスをつ くり、埋葬施設 を設けるものもある。最高所の5号 墓か

らは、特殊壷形土器 と土器 ・鉄器 ・玉類が出土 している。

中群:南 側の斜面部分をテラス状に造成 して、4基 の墳墓を築いている。13号 墓は木棺
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2基 と土墳1基 をもつ。その東の5号 墓は、尾根に平行する幅1m以 下の狭い溝i

を 「コ」の字形に掘 り込んで方形の区画をつ くり、その中に石棺2基 と甕棺1基

を設置 している。

南群:1号 墓を中心とする。1号 墓の南側 には、試掘 トレンチで単独の墓墳状の輪郭を

確認 してお り、他にいくつかの単独の埋葬施設が存在する可能性がある。

以上のように、ボラ山遺跡では大きく3群 の分布を認めた。量的 ・質的には、北群が優勢

であるが、台状墓の規則性では1号 墓が明確である。ボラ山遺跡の台状墓および埋葬施設に

は、(1)溝 を掘 らずにテラス状の区画により墓域を区画するもの。(2).2～3本 の溝により

方形に墓域 を区画するもの。(3).明確な溝 をともなわず墳丘 を方形台状につくるもの。(4).

区画をもたず単独で埋葬施設をもつ もの、の4種 がある。こうした特徴は、それぞれの群の

中で傾向が整理できるが、北 ・中群の後日の報告に譲 りたい。(浅 田哲司)

(2)方 形台状墓の立地 と分布について

立地 ボラ山1号 墓は、佐治川の支流である遠阪川に接する丘陵上に立地 していた。丘

陵の背後には、土ノ堂と呼ばれる丘陵が高 くそびえ、逆に西側部では、広 く青垣町の平地部

を望む場所にあたる。こうした、台状墓の立地する場所を検討 してみると、巻末の集成表に

あげた兵庫県 ・京都府の台状墓は、多 くの場合が河川に接 し、盆地や平野などの平坦地(生 活

の場)を望む丘陵上や尾根の先端部(非生活の場)に築かれていることがわかる。もちろん、大

規模な河川に接 しないこともあるが、前面に平野部を望む点においては共通するあ り方を示

している。ボラ山遺跡もこのような諸例と共通 してお り、河川 ・平野部を共有 している。 し

たがって、ボラ山1号 墓はこの地域において一般的な立地条件であるといえるし、当時の集

落 と墓域の選定基準や、社会的制約 ・習慣の中で一様のあ り方を示している。

分布 丹波 ・丹後 ・但馬および福井県を中心とする日本海側の地域は、近畿地方やその

他の地域に比べて、多 くの台状墓が築造されていることは周知の事実である。こうした台状

墓の分布を、総括的に検討することはできないが、周辺地域の状況を多少整理する。

ボラ山1号 墓周辺で、約40遺 跡の台状墓の分布を調べ ると、台状墓の立地は大きく内陸部

と臨海部に分けることができ、その比率は約10:1と 、圧倒的に内陸部が多い。ボラ山1号

墓 も内陸部に立地する。

こうした台状墓の分布の重要なポイントは、河川にあると判断される。1本 の河川の上流

から、河口に至るまでの全流域 に台状墓が点々と分布することが多い。但馬地方の円山川が

その好例で、河川を媒介とした臨海部から内陸部への交通路 との関係が指摘できる。こうし

た河川流域のやや開けたところに集落が営 まれ、同時に台状墓 を中心 とする墓域が設定され

たことがうかがえる。加古川流域においては、台状墓の確認例が少ないが、河川流域に台状

墓が多 く分布する傾向から、将来的に同様の台状墓が発見 される可能性もある。(沖 田絵麻)
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(3)方 形台状墓の構造と規模について

方形台状墓の構造 丹波 ・丹後 ・但馬地方などで、方形台状墓 と考えられている墳墓の

構造 は、一一般的に溝の有無や造成方法により、次の4類 に分類することができる。

1.尾根 に直交する2条 の溝二で墓域 を区画 し、地山を方形に整形するもの。盛土をするも

のもあるが、確認できないものもある。

2尾 根 に直行あるいは平行に1条 の溝 を掘 りこみ、斜面の地山を削ってテラス状に整形

するもの。そのうちには盛土をするものもある。

3溝 の掘削をおこなわず、削 り出しによって方形台状にするもの。

4溝 の掘削をおこなわず、傾斜部などにテラス状の平坦部をつ くるもの。

今回調査 したボラ山1号 墓は、上記の分類では1類 に属する。こうした構造をもつものは、

丹波では福知山市狸谷古墳群の18号墳、丹後では京都府中郡大宮町小池古墳群1・2・3・

4・10号 墳、但馬では立石墳墓群102号 墓などにみられる。このタイプは、主に尾根の鞍部に

存在するため、墓域を区画するための明確な溝をもつ。

溝の有無は、一つに立地によって左右されると考えられる。例えば、京都府福知山市大道

古墳群では、尾根の上部から下部にかけて、尾根と直行する溝で区画する台状墓 と、階段状

の台状墓が各5基 ずつ連続して並んでいる。ここでは、前者が比較的緩やかな斜面に築かれ

ている。急斜面に位置する台状墓で溝が無いものは、高低差が溝による区画 と、同等の役割

を担っていたためと解釈することも可能であろう。

したがって、台状墓の構造 の種類は、主に立地による構造の相違であることがうかがえ、

選地に優劣があるかは別 として、種類の差 によって優劣 をつけ得るものではものではないと

考える。一方、ボラ山遺跡の中群のように、見通しのきく稜線を敬遠 して斜面に築かれてい

ることもあ り、築造にあたって選地上の制約があったことも考慮 しておく必要があろう。

方形台状墓の規模 次に、周辺地域の方形台状墓の規模 についてみてみよう。巻末の集

成表から、台状墓の規模が明確なものを抽出して整理した。台状墓の規模はおおむね長辺20

m以 下、短辺15m以 下であることがわかり、以下次のようになる。(1).5～9×5～7mの

もの13基 。(2).9～13×8～10mの もの30基 。(3).13～16×10～13mの もの9基 。(4).18～

20×13～14mの もの5基 、である。

規模的には、1・2の5～13mの ものが一般的であり、それよりも大規模のものもみられ

る。丹波地方の平均規模は12.7×10.2mと なり、短辺と長辺平均の比率は1:1.3と なる。また、

形態は立地上の制約や残存状態によって左右されるが、長方形を呈するものが多い。 したが

って、ボラ山1号 墓の規模 は上記の2の 範疇に入 り、丹波地方の平均規模 よりはやや小 さ目

であるが、周辺の地域と比較すれば平均的なものであることがいえよう。また、形態はほぼ

正方形に近 く、均一化 した整ったものということができる。(浅 田哲司)
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(4)埋 葬施設について

古墳 に先行 して現れる墓制の方形台状墓は、埋葬施設についても古墳 と多少様相 を異 にす

る。ここでは、巻末の兵庫 ・京都 ・福井 ・滋賀 ・大阪の各府県における方形台状墓の集成表

を基に、埋葬形態 ・埋葬主体部の規模などの整理 をおこない、全体的な傾向を提示して、そ

の中で今回調査をおこなったボラ山1号 墓を位置付けたい。

まずはじめに、埋葬形態についてみてみよう。台状墓は通常、複数の埋葬施設が存在する

場合が多いが、埋葬施設が1基 のみのものは、約32%と いう結果が得られた。時期的には、

複数埋葬が、弥生時代中期から古墳時代にかけて幅広 くみられるのに対 し、単数埋葬は弥生

時代末葉、あるいは古墳時代前期以降に多いのが特徴である。弥生時代の墓制から古墳への

流れにともなった複数埋葬から単数埋葬への志向性が、台状墓の中でも読み取れるのである。

次に、台状墓に設置された埋葬施設の規模についてみてみよう。第5・6表 は墓壌(掘方)、

および棺について、規模の明らかなもの(推定値 ・現存値を含む)を抜 き出して、その長軸値

と短軸値を、それぞれ横軸と縦軸におとしたものである。その結果、まず墓堰は長軸が100～

400cm、 短軸が50～250cmの 幅広い枠内にひろが り、その平均規模は、約236×121cmと なる。

それぞれの墓墳は、ほぼ比例 して規模の大小 を違える特徴がある。この中でボラ山1号 墓の

墓墳は、墳丘が平均以下であるにも係わらず、大型の範疇に入 り、3号 主体部のみが小型に

属する。このように、墓墳の規模は、中心の埋葬施設と周辺の埋葬施設によっても格差があ

るが、今回の表では一律に表している。

棺の規模をみると、長軸100～260cm、 短軸30～70cmの 枠内におさまり、当然のことなが

ら墓墳に比べて狭い範囲内への集中が目立っている。棺の平均規模は187×62cmで ある。墓

墳に比べて大小の規模の比率が正比例を示さず、短軸幅がかなり限定されて1m以 内に固定

され、長軸のみが増減して規模の大小を表 しているのが特徴である。ボラ山1号 墓の場合は

中間に近いが、やや大きめな点は墓墳に準 じている。

棺材についてみてみると、報告書などによるかぎり、全体の69%を 木棺が占める。石棺の

他に、石室(竪穴式石室の小規模なもの)は数基存在 しているが、いずれも弥生時代末葉ない

しは古墳時代に入ってからのものであ り、これらの墳墓を、台状墓とするのか、古墳 と判断

するのかの定義も定かではない。さらに木棺の中でも、箱形木棺の報告が圧倒的に多 く、つ

いで、組合式木棺、割竹形木棺、舟底形木棺と続いている。これらは各時期にみられること

から、年代による推移の違いというよりは、地域的特色または各古墳群内の趣向によるもの

であろう。中には同一古墳群内でも異型の木棺を併用する例もあ り、特別な意味をもって群

内で使い分けされていたことも予想される。木棺の設置法は主に直葬が主体であ り、棺の安

定のために敷土をしているものも割に多 くみられた。さらに若干ではあるが粘土や裏込め石

を使用する例 もある。
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墓墳 ・棺の主軸方向

は、墓域に平行 または

直行するものが多いが、

特別に方位に固執する

傾向はなく、台状墓の

立地条件などに左右さ

れる場合が多い。 しか

し、大阪府駒ケ谷遺跡

のように同一一墳墓群内

で主軸方向をほぼそろ

えるものもあ り、墓域

の中で規則性をもたせ

るものは多 く存在して

いる。ボラ山1号 墓で

は、1・2号 主体部に

おいて規則的な配置が

認められるが、3号 主

体部になるとかなり方

向を違えており、築造

直後の主体部 と後の設

置において多少のずれ

と不規則性が生 じて

る。 しかし、墓墳が重

複 していないのは、墓
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壌 の選定に制約と規則性が保たれた結果と理解できよう。

以上が集成表をもとに検討 した傾向と成果である。ボラ山1号 墓は3基 の埋葬施設をもち、

規模的には前述のように比較的大型に属 し、3号 主体部のみが小型になる。 また、1・2号

主体部 ともに木棺材の一部と考えられる木片が確認されてお り、同痕跡から床面 もほぼ水平

であると判断され、箱形木棺の可能性が強い。また、出土遺物は壷 ・高杯などの土器片が計

25点 と、鉄器が両主体部から計5点 出土 している。これらのことから、ボラ山1号 墓はこの

時期を代表する標準的な方形台状墓としてとらえることが出来るが、大型の墓墳に鉄器を伴

う点は非常に重要な要素であ り、この地域の有力者層を葬った墓 として位置づけることも可

能であろう。(田島夕美子 ・日倉嘉代)
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3.ボ ラ山遺跡 と周辺の遺跡

ボラ山遺跡の西側に広がる平野部は、佐治川と遠阪川が形成 した沖積地であり、青垣町で

最もひらけた場所である。この平野部 を望む周辺の山麓や現在の佐治市街地に当たる場所に

は、古 くから人々が生活 していた痕跡 を認める。ここでは周辺の遺跡 を概観し、ボラ山遺跡

の歴史的な位置付けに迫 りたい。

ボラ山遺跡の概要は、前述してきた通 りであ り、弥生時代末葉から古墳時代の初頭にかけ

て営まれた墳墓群である。ボラ山遺跡の周辺で確認されている遺跡はさほど多 くない。縄文

時代の遺跡では、ボラ山遺跡の南方の正面の山腹に、集落趾 と考えられる西ケ谷遺跡がある。

これは現在町内で知られている最も古い遺跡である。その他、氷上郡では山南町の井原、西

ノ沢付近において乳棒状石斧や、同町梶において石棒などが確認されてお り、春日町国領遺

跡、市島町梶原遺跡で も縄文時代の遺物が確認されている。

弥生時代になると遺跡数は増える。青垣町では、ボラ山遺跡の他に、ボラ山遺跡の南側の

丘陵を隔てて田井縄遺跡がある。田井縄遺跡では、弥生時代後期の集落跡が最近の調査で確

認された。丘陵の裾部を削平 して円形の住居跡が7基 前後築かれてお り、集落を画すると考

えられる溝からも土器片などが出土 した。ボラ山遺跡とは近距離にあ り、重複する時期の可

能性ももたれており、集落と墓域の関係が示唆されている。

郡内の弥生時代の遺跡では、山南町の大字応地、大字井原の至山山麓で弥生時代中期末の

土器片が採集されてお り、弥生時代後期の土器片も至山山麓などから出土 している。春日町

七 日市遺跡では大規模な集落とともに、方形周溝墓が調査されている。当該期の墓制につい

て考察する際の好資料である。その他、春日町国領遺跡では、単独ではあるが銅剣形の磨製

石剣が完形のまま出土 しているし、同町野々間遺跡では銅鐸が出土 している。市島町におい

ても、長者ケ野遺跡や梶原遺跡などの弥生時代の集落がある。ボラ山遺跡の周辺部では、七

日市遺跡にみられるような大規模 な集落は未確認であるが、今後、春日町でみられたような

状況が確認 される可能性は充分あろう。

古墳時代 には、山地を流れる主な河川に沿って古墳がつ くられるようにな り、前期古墳は

数kmか ら10数kmの 距離をおいて点在する。氷上郡では氷上町に親王塚古墳がある。親王塚

古墳は加古川と由良川との分水界のす ぐ近 くに位置する約40mの 円墳で、大阪府、奈良県、

山口県にそれぞれ同籠鏡をもつ三角縁三神三獣鏡などが竪穴式石室より発見された。氷上郡

において数少ない前期古墳であるが、近年にいたって未調査のまま造成された。

一方、山南町の丸山古墳は古墳時代前期後半に属する。当郡では例の少ない前方後円墳で

あ り、調査 された結果、狭小な竪穴式石室が2基 検出されている。加古川の中流域に入るた

め、明らかに親王塚古墳 とは勢力範囲を違えている。
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古墳時代中期には、春日町二間塚古墳が有名である。40mほ どの前方後円墳であ り、七 日

市遺跡から比較的近 くにある。その他、中期の古墳は各地に存在するが、いずれも10～20m

ほどの円墳が多く、規模が突出 したものは見あたらない。

青垣町内の古墳は、山垣から中佐治にかけての慶相寺古墳群の他、西芦田から栗住野には

坊ケ谷古墳群が知られ、その他、田井縄天神古墳、山ノ神古墳、東芦田高座神社裏古墳群な

どが存在する。詳細は不明なものが多いが、横穴式石室を残す ものもあり、ほとんどが古墳

時代後期の可能性が高い。それぞれの古墳が、遠阪川中流域や、南地域の佐治川の右岸の流

域に沿った山裾に集中 してみられるのが特徴であり、弥生時代から引 き続 き、この地域が中

心的な場所であったことがわかる。

ボラ山遺跡においても、古墳時代の円墳が4基 存在 していた。ボラ山遺跡の丘陵最北端の

頂部(通称ブラ山)には、古墳時代中期のブラ山古墳があった。ここには、竪穴式石室 と箱式

石室の2つ の埋葬施設がつ くられてお り、両者とも石材は周辺地域で産出する流紋岩質の河

原石を選び出して利用 していた。氷上郡内では、竪穴式石室をもつ古墳の調査例 としては3

例 目で、山南町丸山2号 墳 と形状が類似 してお り、古墳時代中期か ら後期にかけて、この地

域 を基盤 とする地域首長の墓と考えて間違いない。

古代の青垣町の様子は不明な点が多い。田井縄遺跡では、奈良時代の遺物が多少知 られて

おり、集落跡 と考えられる。周辺地域では、氷上町において郡衙推定地 とされる市辺遺跡 と

氷上遺跡があり、春 日町では 「里」の役所である山垣遺跡がある。山垣遺跡では 「コ」の字

形の配列をもつ建物 とともに、「春部里長」 ・ 「春 日郷」 と記 した木簡や墨書土器が多数出

土 し、当時の行政組織の解明をする貴重な資料 として位置付けられている。また、市島町で

は、氷上郡内で確認されている唯一の古代寺院である三ツ塚廃寺を中心とする三ッ塚遺跡が

あり、近接 して当時の須恵器生産地帯である鴨庄窯跡群が存在する。

青垣町においては、今後の調査に期待するところが大きいが、古代においては、現在の佐

治市街地周辺、あるいは中佐治付近が山陰道の 「佐治駅」の比定地になっている。記録に残

る 「佐治郷」もこの付近と考えることがで き、周辺にこうした施設や集落および生産地など

が営まれていたことは充分予想できる。

中世には、ボラ山遺跡においても鎌倉時代末の土坑がみつかっている。その他、当地域は

芦田氏 ・足立氏に関連する山城 ・城館跡がい くつか知られており、『丹波志』記載の足立堀

真利の館 とされる 「山垣館」が近年の調査で確認され、15世 紀までさかのぼる方形館である

ことが判明した他、多 くの遺跡 を認めることができる。

以上、ボラ山遺跡の周辺の遺跡について概観 してきた。弥生時代の状況については不明な

点が多いが、古代の山陰道が通過 し、駅の存在もうかがえる点において、南北の交通上の重

要な地域であったことはいうまでもない。しかし、時期的にボラ山遺跡の直後の前期古墳が
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南部の氷上町に築かれ、続 く中期の主な古墳 も郡の南部に偏る傾向や、古代の郡衙 ・寺院に

ついて も同様 な傾向が認められる点からして、当地は中心部よりやや北に外れた場所として

位置付けられよう。 しかし、ボラ山遺跡の時代から佐治地域を勢力基盤とした小首長が存在

したことは事実であ り、続 く古墳時代中期のブラ山古墳へと引き継がれた。古代 には 「佐治

駅」とともに 「佐治郷」が行政組織の中に組み込まれていった。(河端智 ・桑田聡)

4.小 結

ボラ山1号 墓が所在する青垣町は、旧国の丹波国に属するが、北 ・西部は但馬 ・播磨 との

国境に接 している。眼下には加古川水系の佐治川が流れてお り、地理的には瀬戸内文化圏で

あるが、畿内や日本海側の影響を受けたと考えられる地域である。

ボラ山1号 墓は、通称ボラ山と呼ばれる独立丘陵上のボラ山遺跡に存在する、弥生時代終

末期の方形台状墓(方形低墳丘墓)で ある。墳丘は、溝によって南北を明確に区画される。丘

陵の尾根筋上に立地 しているため、溝を掘削 して墓域を区画することが、同時に墳丘の整形

をかねている。東西の墳端は明瞭でないが、地山の削 り出 しをおこなったと考えられる。溝

の掘削 との地山を削 り出 した残土で、盛土を施 して墳丘を台形状に整形 している。墳丘の四

隅に貼石や列石は施さず、中国地方の四隅突出墓とは性格を異にする。規模は、ボラ山遺跡

の該期の墳墓中では最大であるが、す ぐ南側に近接 した時期 と考えられる小墓墳が試掘溝で

確認されてお り、遺跡内での独立度がそれほど高いとはいえない。

埋葬施設は、墳丘のほぼ中央部に2基 並列 してお り(1・2号 主体部)、 その南東部に主軸

方向を変えて1基 存在 している(3号 主体部)。1・2号 主体部は、墳丘のほぼ中央で並列 し、

切合い関係 も存在 していないため、埋葬時期の明確な前後関係は不明であるが、墓墳の規模

や並び方に規則性があることか ら、近接 した時期 とすることがで きよう。墓墳の規模は前項

で記 した通 り、周辺地域内で もやや大型に属する。1・2号 主体部は、いずれも木棺の痕跡

が確認でき、3号 主体部は墳丘の南東部に位置 し、掘方は1・2号 主体部に比べてかなり小

さく、主軸方向 も約40.東 にふれている。主軸方向や墓墳の規模などから判断すると、墳丘

内でこの1基 のみが性格を異にしており、埋葬の時期や内容が異なる可能性が高いが、掘方

の確認のみで保存したため、言及することを避けたい。

また、今回は周溝内埋葬の存在の確認を主な目的 として、わざわざ溝に縦断面を設定 して

その把握 に努めたが、存在は確認できなかった。こうした試みは、今後重要な例になろう。

墳丘上に複数の埋葬施設が存在 し、周溝内埋葬をおこなわない現象は、時期的 ・地域的な特

徴 と当墓の性格を反映 している可能性 もあるが、ボラ山遺跡の北群では溝内に埋葬が確認さ

れてお り、断定はできない。

1・2号 主体部は、墓墳が尾根の稜線にほぼ平行 してお り、主軸の方向 も絶対方位の南北
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に近い。埋葬時の頭位は、墓墳内の鉄器の出土状況から判断 して、北方向であったと推測 さ

れる。ボラ山遺跡内の他の墳墓群の墓墳は、主軸が立地する地形に規制 されており、北方向

の頭位を意識 していたとは考えにくい。ボラ山1号 墓では、立地に規制されて北方向の頭位

となったのか、逆に北頭位を意識 して選地 したのかは、墳墓の時期や埋葬形態 との関係 も考

慮 して、今後、検討すべ き課題である。

副葬品は、1号 主体部から鉄斧(図 版9-15)、 鉋(16)が 、2号 主体部からは鉄鍛(17・

19)、 鉋(18)が 出土した。また、1号 主体部の木棺痕跡の検出面において、小型壷(10)が 棺

痕跡の東西に分かれて出土 してお り、埋葬時に破砕供献 されたと考えられる。1号 主体部が

ボラ山1号 墓の中心埋葬施設 と考えられるが、副葬品は特別に卓越 しているとはいえない。

鉄器の所属時期は、出土土器とほぼ矛盾がない と考えるが、丹波地方の鉄器の地域色につい

て論 じるためには、さらなる類例の増加をまちたい。

出土土器は、前章で記 した通 り、やや古相を呈するもの も含まれているが、時期的には概

ね畿内庄内式併行期のと理解できる。土器の特徴は、摩滅が激 しく調整が不明なため、判断

が難 しいが、瀬戸内海側よりは日本海側の影響を受けていると考えられる。土器の胎土は肉

眼で観察する限 り、ほとんどが在地の胎土である。S字 状浮文をもつ土器(14)は 畿内に類例

があ り、搬入品の可能性がある。当地域の地域性と他地域 との交流関係を考察する際の好資

料といえる。出土土器の組合せについては、前項で整理 したように周辺地域の他の諸例 と同

様なあ り方を示 している。

当該期は、弥生時代の墓制から古墳時代の墓制への転換期であ り、墳丘や埋葬形態などに

地域差が見受けられる。遺跡の北群では、丹波地方においては例をみない資料 として重要な

吉備地方系の特殊壷形土器が出土 してお り、当地域の首長墓としてふ さわしい内容 となる。

また、時期は後出の可能性が高いが、丘陵の北部にはブラ山古墳が、南端には円墳が1基 確

認されている。弥生時代から古墳時代にかけて、単純に同一系列ではないにせよ、集団墓的

な性格の墳墓群から、首長層の単数埋葬化の志向性にともなって墓域が独立化する様相を、

同一の丘陵上で示 していると理解することができるのかも知れない。

付近の弥生時代の集落趾 としては、田井縄遺跡があげられよう。ボラ山遺跡の集落とは断

定できないが併行 した時期もあ り、ボラ山 ・ブラ山が弥生時代末期か ら古墳時代 において、

こうした居住区から明確に分離 された墓域として意識されていたと考えられる。(帆足俊文)

お わ り に

今回調査 したボラ山1号 墓は、良好に遺存する方形台状墓であった。その成果と周辺の諸

例 との比較は、前章で記述 した通 りであり、青垣町および氷上郡内において、貴重な資料を
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提供することができた。特に、埋葬主体部は良好に残 り、出土遺物は少ないものの、撹乱な

どの被害を受けることなく残存 し、調査 ・記録をすることができた。

また、検出はできなかったが、溝部においては縦方向に畦 を残 し、埋葬施設の確認に精力

を注いだ。仮に存在 した場合には、溝および溝内の複数の施設との相対的な時間関係の把握

を試みた。中心主体 を含めた1号 墓全体の中における埋葬施設の先後関係や、被葬者層の把

握から、台状墓の性格 と実態 を明らかにする目的を立てた。今後、こうした調査意識や方法

は継続しておこなわなければならない。

方形台状墓についての明確な定義や、歴史的意義については、本稿では提示するには至っ

ていないが、こうした墳墓が各地域において認められ、その後、古墳へと移行 してい く事実

は、在地の勢力基盤を考える上で極めて重要であろう。

ボラ山1号 墓が所在する青垣町は、原始 ・古代における遺跡の確認が非常 に遅れている地

域である。考古学研究室において、氷上郡全域の分布調査に取 り組んでいるが、青垣町には

まだ至っていない。したがって、当町の歴史の復元 をおこなうには制約が多いが、弥生時代

末葉から古墳時代前葉にかけて営なまれた有力層の墓であるボラ山遺跡は、基準的な資料 と

してきわめて貴重である。この時代が、巨大な古墳造営へ と大 きく変革していた時代である

ことを考えても、この地域における有力層の存在と墓のあり方は重要である。

当調査は、氷上郡教育委員会の多大な協力のもとに、夏期休暇を利用 して考古学実習の野

外調査の一貫 として実施 した。調査に至るまでは、大学において周辺地域の遺跡の状況や台

状墓の諸例の収集 ・認識から始まって、具体的な調査方法の検討 をおこなった。さらに、調

査では日々の成果と経過の確認 とともに、後 日の計画と目標 を協議 し、遺物 ・図面などの整

理を行 った。調査終了後は大学において、遺物 ・図面などの再整理に取 り掛 り、実際の原稿

分担 におよんだ。本稿では不備 も多々あるが、こうした実習生の努力に支えられ刊行が実現

した。成稿 までには多 くの時間を費し、集成表や項 目ごとの検討 ・考察も加えられた。その

努力の結集 として、また考古学実習の成果物として刊行 したことを重ねて記 しておきたい。

最後に、調査および本稿の成稿に至るまでには、多 くの方々の指導 と協力があった。取 り

分け、氷上郡教育委員会には、調査の実施から今 日に至るまで、多大な指導 と協力をいただ

いた。さらには、在学生や卒業生の他、学外関係者の多 くの方々や機関に指導 ・協力をいた

だいた。文末をか りて感謝の意を表 します。(植野浩三)
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方形台状墓集成表

凡例

○本集成 は弥生時代～古墳時代初頭 にかけての方形 台状 墓、 も しくはそれに準ず る墳墓 を集成 し

た。

○集成 した府県は、兵庫県、京都府、福 井県、滋賀県 、大阪府 の2府3県 であ る。

○集成表 での年代 、立地、規模 、埋 葬施設の内容 、出土遺物の種類 、お よび数量 などは全 て報告

書の記載 にしたがった。

○集成表で使用 した記号 は以下の通 りである。

(埋葬施設の位 置)

A:墳 丘のほぼ中央BAよ りずれるが、ほぼ中央付近C:墳 丘の端付 近

D:墳 丘外E溝 内

(埋葬方法)… 番号 は棺材 を示 し、注記はその種 類 を示 す。

木棺 石棺 土器棺 土墳墓

(遺物の種類)

●弥生土器 ○土師器 △須恵器

※但 し、出土数のわか る ものは、その数量 を記 した。その場合 、弥 生土器以外 には遺物 の種

類 を"そ の他"欄 に()で 記 した。

※鉄器 については、全 て数量で記 した。

○参考文献は、表末 に一括 して掲載 した。
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⑭斉藤優 ・青木豊昭 『太田山古墳群 と糞置庄』 福井県郷土史懇談会1976年 。

⑮福井県教育委員会 『原 目山遺跡37号 丘 発掘調査報告書』1971年 。
滋賀県

① 田中勝弘 ・兼康保明 『北陸自動車道関連遺跡発掘調査報告書』V【 滋賀県教育委員会 ・(財)滋賀県文化財保護協会1981年 。

②谷口義介 「湖北の遺跡」25・41(『 中日新聞』 中 日新聞社)1982年 。

③谷口義介 ・宮成良佐 『北近江の遺跡』(近江文化叢書)23サ ンブライ ト出版1986年 。

④余呉町誌編纂委員会編 『余呉町誌』通史編 上巻1991年 。

⑤丸山竜平 「前期古墳 のいうどり」(水野正好編 『古代 を考える 近江』 吉川弘文館)1992年 。
⑥石原道洋 「木ノ本町黒田東山遺跡」『北陸自動車道関連遺跡発掘調査報告書』V滋 賀県教育委員会 ・(財)滋賀県文化財保護協 会1980年 。

⑦谷 口義介 「湖北の遺跡」22(『中日新 聞』 中日新聞社)1982年 。

⑧ 別所健二ほか 「丁野遺跡」『北陸自動車道 関連遺跡発掘調査報告書』II滋 賀県教育委員会 ・(財)滋賀県文化財保護協 会1976年 。

⑨横 田洋三 「今津町福 岡妙見山遺跡」『滋賀文化財 だより』107(財)滋 賀県文化財保護協会1986年 。

⑩葛原秀雄 『今津町内遺跡分布調査報告書』 今津 町教育委員会1990年 。
⑪文化庁文化財保護課 『滋賀県文化財調査年報1985・1988・1990年 版』 滋賀県教育委員会1985・88・90年 。

⑫横 田洋三 「古代 人の生活 と水」(渡辺誠編 『湖の国の歴史 を読む』 新 人物往来社)1992年 。

大阪府

①笠井敏光 ・高野学 『平成3年 度 羽曳野市駒ケ谷遺跡 埋蔵文化財調査概要』1990年 。

※集成表であげた以外に、脱稿後以下の墳墓を追加確認 した。

兵庫県

御屋敷遺跡

(出石郡出石町宮 内)…兵庫⑬
カヤガ谷古墳群(出石郡出石町)

田多地引谷墳墓群(出石郡出石町多地)
五反田墳墓群

(朝来郡山東町柿坪)…兵庫⑯
・木棺墓5基(約1 .3×0.7m)
・土器棺4基(約0 .8m)

山崎山遺跡(城崎郡竹野町)

小 山墳墓群(城崎郡 日高町)
・方形台状墓(方墳?)1基

天王山4号 墳(神 戸市西区伊川谷町別府)

京都府

大道古墳群…京都③
・方形台状墓10基

清水古墳群…京都⑭
・方形台状墓62基

大谷古墳群…京都⑭

方形台状墓37基
入谷西古墳群(与謝郡加悦町字明石小字大谷)…京都⑭

・方形台状墓37基

内和田古墳群(与謝郡加悦町内和田)…京都⑭
・方形台状墓4グ ループ9基

白米山北古墳(与謝郡加悦町)
西小田古墳群下層(竹野郡丹後町西小 田)

太 田4号 墳下層(竹野郡弥栄町和田野)

水無月山遺跡(舞鶴市)

千原遺跡(岩滝町)

岡城山遺跡(網野町)

福井県

井江葭墳 墓群(芦原町)…福 井④
長泉寺山墳墓群…福井④

茶山墳墓群(松岡町)…福井④

御城 山古墳群…福井⑤
・方形台状墓(方墳?)37基

犬山古墳群 …福井⑤
・方形台状墓(方墳?)12基

丁古墳群…福井⑤
・方形台状墓(方墳?)12基

花山古墳群…福井⑤
・方形台状墓(方墳?)6基

稲荷 山古墳群…福井⑤
・方形台状墓(方墳?)1基

目録古墳群…福井⑤
・方形台状墓(方墳?)7基

御茶ケ端古墳群…福井⑤
・方形台状墓(方墳?)3基



図
版
一.....

蜘韓

、ン

㍗

姻

輪
讐

醗

-
鴨
柄
繭

、

攣

爽

、

乱

.

西
撫

凹

・

獅

油

・

、離

脚

　
よ

な

モ
で

ぴ

ゐ

い
轟
黛
麟

轡
ヤ

認蕪

劉

礁
響

ー

、款

1�1b

liWYY

}7

㌻礒
㌦癬 奪瀞蜜 き也

1" 噛

ぞ

多

1ト1＼い い 炉.副
、 へ
"

y

'

"`
"(

㌔、い

㌦ ＼ぐ
㌧ ・

、 》

、、

_懸__、 灘 墾蟹蟹懇i蹴灘騒
ル て リ ゴ ゆ ハ

脚ア 聯 幣 馬 ㌦ ∴!lゼ
、 ∴1ゼ ・ 竃

hC∴,1、 ∫1、,・ ・ 一 一 瀞L_1

・ ・h・1

喜 ・ き準

ヤ 頓

轟幡総臨 慈}噛略

構

つ

轡
・
ー

P

、

童
鋤

諺

糟 い螂 轟 蝿 樋 ・羅 響 透
ゴ 雪㌔

㌧ヤ 唇ヤ 虹 則㌦ 略番蝋 鴨ぜ づ`鷲

愚1ご㌧!㌦転篤義
ン 謎蒸鱒4

-∴1べ ∵謂餅

こ嬉 謙 毒ご謹 挙

驚 撫　
喰a、 そ,こ

、 で ・

魂 耽

享
吉 へ

、 ど、

τ

し か

ごL

-."轟 鷲ぐ へ距鰍脚 評・rゆ ㌧画"φ43x;

噴硫 頓

メ

__曝 一
　 '1一 ヤ弾寵聯 調

晦抑等

さ蘇鱗 麟 欝ζ灘

遺
跡

ボラ山1号 墓遠景 (西か ら)

iiiジ

ホ デ が

1さ ＼

ギ 、 ・

＼ 、ミ議 気

2 ボラ山1号 墓完掘状況
(南か ら)



鑑奮

轟義
野

ヘゴ"孚

}ザ
さ ズ

LΨづ

、 ♂"

残 ㌦

キ診3
ctd

南側溝横断面(東 から)

 

2

図
版
二

遺
跡



図
版
三

遺
跡

甑穐

齢礁
き

・露 ・

 

凱
》

㍉
、
㌃
討㍉
轡

嘩
壷

灘 雛翻
,欝 響聾 卸

蹴 雛餐
2号 主体部の土層断面(南Jy

 

11

2号 主体部完掘状況(南 から)

 

12



北側溝西側縦断面(北 から)

 

1

纏灘難議
2号 主体部鉄器出土状況(南 から)

嚇 撚

雛 、
ぜ

懇
i4ゑ

・ 槻 饗

鑑
3

 

)

議

勅(

猛
蠣

兄増斗

懸

器㈱12

図
版
四

遺
跡

・
遺
物



ノ ノ
!

じ

0

＼

§

1

＼

髪 蚕1助
lqs

X40

、墓
、
帽汕

描

舗

鞘

鰹
繋

100m懸
趣

図
版
五

ボ
ラ
山
丘
陵
と
位
置
図

乞～13はボラ山遺跡の台状墓を表す



図
版
六

ibl

ボ
ラ
山

一
号
墓
全
体
図

A

C
3●

9
・14

〉
1

i

i

=D

4

●

17

1

」

■ 、
r

Il

13

SK2

SK1

愈△
170

・

11臨 1
嘲

5

、「

にU

●謄

一

し
●
2

5

10
ρ
ー

ー
』

拓9「

1号 主体部

L

2号 主体部

◎
SK4

3号 主体部

0㊨

。

12

SK3

%8

6・

D'

A

A

05m一

2ii多

B擁 茶毒色砂質土1

山

A'144.Or

撫

暗赤褐色砂礫土(ブ ロック混入)5明 赤褐色砂質土

明茶褐色砂質土6明 赤褐色砂礫土
1238 B'144.0

1表 土4

2暗 茶褐色砂質土6
3黒 褐色砂質土7

明茶褐色砂質土8
明茶褐色粘質土9

暗榿褐色粘質土10

明榿褐色粘質土
明茶褐色砂礫土

明榿褐色砂礫土

12茶 褐色砂質土

14明 茶褐色砂質土
15暗 茶褐色砂礫土

雛



北側溝

c'

2

10轟

3こ'42　 '8霧飛 、
駕 -̀45

_68

10簡77

2暗 茶褐色砂質土5灰 褐色砂質土8
3黒 褐色砂質土6明 茶褐色粘質土10

4明 茶褐色砂質土7暗 榿褐色粘質土11

明榿褐色粘質土

明榿褐色砂礫土
赤褐色砂礫土

4

7二=こ ＼6

10

C143.5m

蒲 万'・4

多多〃
南側溝

D D'143.5m

12茶 褐色砂質土15暗 赤褐色砂礫土
13明 榿褐色砂質土16明 赤褐色砂礫土
14明 茶褐色砂質土

0 5m

図風 塁駈圃1十簸 麟dD-Eへ41洗1十 闘 因



図
版
八

A

埋
葬
施
設

旦

"O

妻展

A

A

2号主体部

Q

旦'

A'143.5m

＼
・・ 。 一 ミ

ー

ハ∠

6」

4

明茶褐色粘質土(ブ ロック混入)
明榿褐色粘質土

赤褐色粘質土
暗榿褐色粘質土

旦

0

B'143.5m

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

茶褐色砂質土
明茶褐色粘質土(ブ ロック混入)

暗茶褐色粘質土(ブ ロック混入)
暗赤褐色砂質土

明茶褐色砂質土
明榿褐色粘質土

暗茶褐色砂質土
明赤褐色砂礫土

暗榿褐色砂礫土
暗赤褐色砂礫土

2m



c

1
、

、

'
8'ノ
1!

{、

、
、

＼
!＼

、

、 つ19

図
版
九

r-一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一r-一 一 一 一 一 一 騨 一 一 一 一 一 一 一 一 零一 嗣11

、
、

'O

l!
11

2

＼
、

!

1!

!

、

、 ,it10

出
土
遺
物
実
測
図

4
!

!

、

、

暉

3

''

'
'

、

　

5

i

■

、

、
''

、
6

12
昇1

!/

!、
、

、
、 1

020cm一
{

i＼ 一 一

、
、

、

i
ノ
ノ!
!/

7

i
!

'二=・

r3
、,'

、'、8
、

!
' 、

14

i

,%'
15

!、
ノ'、

A'、
ノ 、

1、
'、

軸喝 軸

v

二

16

一z〃 π躍2z-〃 〃zZL. 一

ri17

■r一 一. 一 一 一

軸0
m

i18
、
.、

噛
、

lOcm

二:

㍑19

0一


